
DX 時代にマネージャーが知っておくべき
データ活用と必要な人材とは
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「経験と勘」からデータドリブンな意思決定へ 

 
データドリブンな意思決定で ROI は 13 倍 
⽣産性は 5〜6％向上する 
 
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、2020
年の 1 年で社会は⼤きな変化を遂げました。 
 
内 閣 府 が 運 営 す る V-RESAS （ https://v-

resas.go.jp/）（新型コロナウイルス感染症が地域
経済に与える影響を可視化した地域経済分析シ
ステム）では、さまざまな企業のデータを集めて
公開しています。それを参照してみると、例えば
イベントのあり⽅が⼤きく変化しているという
ことがわかります。 
 
2019 年のいわゆるビフォーコロナの時期にはオ
フラインイベントが盛んに⾏われていましたが、
現在ではオンラインに切り替わってきているこ
とがデータから読み取ることができるのです。 
 

これまでオフラインのイベントを開催すること
がマーケティングの勝ちパターンだった会社は、
オンラインに移⾏しなければなりません。しか
し、移⾏するにしてもどんな媒体で⾏えばいい
のか、どこにフォーカスすればいいのか、従来の
「経験と勘」では導き出せないような市場の変
化が起きています。 
 
そこで重要になるのが「データをもとにした意
思決定」です。 
 
実際にデータ分析をすることによってどんなメ
リットが得られるのか、経済学の専⾨家たちが
さまざまな事例を集めて実証検証を⾏っていま
す。それによると、データを分析した結果に基づ
いて判断する企業は、平均して ROI が 13 倍にな
るという結果が得られています。これは例えば、
1,000 万円投資をすると、1 億 3,000 万円のリタ
ーンがあるということを意味します。また、別の
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⾓度から分析によれば、データドリブンな意思
決定をする会社はそうでない会社と⽐べて⽣産
性が 5〜6%ほど⾼いという研究結果も出ていま
す。 
 
例えば 100 億円の事業を 1 年で 200 億円に成⻑
させたいという場合、データを活⽤するだけで
は難しいかもしれません。しかし、100 億円の事
業を数千万円から１億円グロースさせるような
アイデアをデータから⾒けることは可能である
ということです。 
 
データから⾒出した実⾏しやすいアイデアを選
び、少しずつ試していけば、100 億円から 105 億
円に売上を伸ばしたり、100 億円かかっていたコ
ストを 95 億円に削減したりといったことができ
ます。 
 
マネジメント⼈材にこそ 
データを理解し伝えるスキルが必須 
 
今から 10 年以上前、これからはビッグデータの
時代だと盛んに⾔われました。データ分析をす
るために、⾼額なハードウェアやソフトウェア
を購⼊した企業もあるでしょう。ここ 10 年ほど
データ活⽤を課題とし、データサイエンスに投
資した企業も多かったのではないでしょうか。 
 
社内にデータ活⽤できる⼈材がいない場合、コ
ンサルティングファームなど社外のデータサイ
エンティストに外注をする必要があります。そ
の結果、現場とのコミュニケーションがいまく
いかなかったり、社内にデータ分析のノウハウ
が蓄積しなかったりといったことから、社内で
データ活⽤⼈材の採⽤や育成をする動きも出て
きました。 
 
そうして内製化を進めても、今度はデータ活⽤

⼈材として実務経験を積んだ社員が転職してし
まったり、すぐ辞めてしまったりして、投資がむ
だになったという話もありました。 
 
近年、我々のところに寄せられる相談も、DX ⼈
材やデータサイエンス⼈材をどうすればよいか
といったものが中⼼になってきています。 
 
世の中が DX ⼈材を求めるようになった転換点
として挙げられるのが、Google のチーフエコノ
ミストを務めた経済学者ハル・ヴァリアン⽒の
発⾔です。 
 
彼は 2009 年に、「今後 10 年間で⼀番セクシーな
仕事は、統計学の専⾨家である」と発⾔していま
す。この発⾔がきっかけとなって、2010 年代の
10 年間は統計学や機械学習の知⾒を持った⼈材
の争奪戦が繰り広げられてきたわけですが、そ
の次の 10 年間、2020 年代はいったいどんな時
代になるのでしょうか？ 
 
そのヒントも、ハル・ヴァリアン⽒のインタビュ
ーの中に隠れています。「統計学の専⾨家はセク
シーだ」と⾔った直後、彼は「統計家の仕事は、
データを理解して価値を引き出す仕事の、ほん
の⼀部にすぎない」ということを述べています。 
 
データから洞察を得て、何が⼤事なのかを理解
し、それを伝えるというスキルはとても重要で
す。データサイエンティストのみならず、マネジ
メントに携わる⼈たちこそそうしたスキルを⾝
につけるべきなのです。 
 
このことから私たちは、データサイエンス⼈材
に任せておけばいいのではなくマネジャー⾃⾝
が直接データにアクセスして理解し、使えるよ
うにならなければいけないというのが、2020 年
代のトレンドになると考えています。
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データ分析をするうえで重要な 4つのポジション 

 
 
普通のビジネスマンが当たり前に 
データ活⽤できる「市⺠データサイエンス」 
 
IT 分野を中⼼に、投資に関する調査や助⾔を⾏
うグローバル企業「ガートナー」は、ハイプ・サ
イクルという理論モデルを提唱しています。ハ
イプ・サイクルとは、「さまざまな技術はすべて
最初は黎明期で、誰も注⽬していなかったとこ
ろから『過度な期待』のピークを迎え、その後⼀
旦幻滅期に⼊るが、必要とされる技術は啓蒙活
動を続けていくことで安定期を迎える」という
⼀連のサイクルをいいます。 
 
ハイプ・サイクルでは、AI 技術はいま幻滅期に
⼊っていると整理されていますが、その中で「市
⺠データサイエンス」という⾔葉が注⽬される
といわれています。市⺠データサイエンスとは、
データ分析の専⾨家でない普通のビジネスマン

が、当たり前のようにデータサイエンスと技術
を活⽤してより意思決定の精度を上げ、正しい
判断につなげたり、⽣産性を上げたりすること
をいいます。ガートナーでは 2020 年から 2023
年にかけて、そういった技術が本格的に普及し
ていくと予想しています。 
 
これまで多くの企業では、データを⾼速に処理
するためにハードウェアやクラウドコンピュー
ティングに投資してきました。その次に、データ
分析ができるような⼈材の採⽤や育成に投資し
てきました。しかし、ここで終わりではありませ
ん。なぜなら、分析結果のレポートを⾒ているだ
けでは価値は⽣まれないからです。 
 
そのチャンスをどういうやり⽅で取っていくの
か。あるいは、そういったコストをどう削減して
いくのか。会社の中で具体的な施策を考えて、そ
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れを実⾏に移そうという意思決定が必要となり
ます。その後、実際に現場で⼿を動かした結果を
さらにデータ分析することで、再投資をするか、
施策を取りやめるのか判断することができます。 
 
このように、データ・分析・意思決定・現場とい
うサイクルを回していくことがデータ活⽤の理
想ですが、データ分析に投資をしても、分析結果
をもとに新しいアクションを取りましょうと意
思決定する⼈がいなければ、価値にはつながり
ません。 
 
市⺠データサイエンス実現に重要な 
4 つのポジション 
 
市⺠データサイエンスの実現には、次の 4 つの
ポジションが重要です。実際このサイクルがう
まく回って意思決定できている組織は、この 4 つ
のポジションについて誰がどの役割をするか、
ちゃんと機能しています。 
 
4 つのポジションの 1 つ⽬が、「ボス」です。数
字と理屈で意思決定のリーダーシップを取る⼈
のことです。データ分析から導き出されたロジ
ックはレポートを読めば誰でも理解できます。
その先の意思決定の部分でリーダーシップをと
る⼈のことです。 
 
2 つ⽬。分析結果から仮説を考え、どんなアクシ
ョンを採れば機能しうるかを考える、業務の「エ
キスパート」が必要です。最低限のデータサイエ
ンスのリテラシーを持った上で、周りのスタッ
フとコミュニケーションが取れるビジネスのエ
キスパートがいるかどうかはプロジェクトの成
功にとって⾮常に重要です。現場の事情やオペ
レーション、つまり、ヒト・モノ・お⾦がどう動
いているかを具体的にイメージできる⼈であれ
ば、分析結果の意味を理解することができるこ

とでしょう。 
 
3 つ⽬はデータマネジャーです。社内のデータや
IT システムについて⼟地勘がある⼈。データが
蓄積していく仕組みやオペレーションの流れを
イメージできる⼈がいれば、データの意味やデ
ータの取り⽅を相談することができます。 
 
4 つ⽬が分析担当者です。分析担当者には、IT と
ハードワークが苦にならない⼈が向いているで
しょう。ここでいうハードワークというのは、試
⾏錯誤とも⾔い換えられます。データマネジャ
ーやエキスパート、ボスといったポジションの
⼈たちと分析結果をディスカッションして、違
う⾒⽅で分析をやり直すといった試⾏錯誤がで
きれば、数学がそれほど得意ではなかったり、プ
ログラムが書けなくても役割を果たすことがで
きます。 
 
4 つのポジションには 
適性がある 
 
この 4 つのポジションごとにどんな⼈が向いて
いるのか、具体的に紹介しましょう。 
 
「ボス」や「エキスパート」の仕事は、社内で取
り組むべき課題を整理して、分析結果から打ち
⼿につなげることです。これらは本来、管理職や
経営者の仕事ですが、コンサルティングファー
ムなどが代わりを務めることがあります。かつ
てボストンコンサルティンググループにいた現
早稲⽥⼤学教授の内⽥和成先⽣に、コンサルタ
ントには何が重要か聞きました。 
 
彼が答えたのは、次の 3 つです。1 つ⽬は、頭脳
労働であることから基本的に地頭がよいほうが
望ましいということ。2 つ⽬は、頭がよくても⼈
に好かれる⼈でなければ伸びないということ。3
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つ⽬として、知的タフネスであること。新しいこ
とを試したり、周りと議論をしたりするとき、そ
こに興奮して楽しめるような⼈が向いているの
だそうです。 
 
これはボスやエキスパートといった⼈たちも同
様でしょう。そして、当然⾃分たちの業界や業種
の業務知識が求められます。さらには、会社内外
にそれぞれ⼈的ネットワークがあり、調整がで
きるかどうか。こういったスキルを持つことが、
いわゆる「仕事のできる⼤⼈像」になっていきま
す。「ボス」や「エキスパート」にはリスクテイ
キングをして周りを巻き込んでいくリーダーシ
ップがある⽅が向いています。 
 
「データマネジャー」に向いているのは、⼤規模
なデータを現実的な速度で扱える⼈です。例え
ば、来⽉の企画を考えているときに、⽉末になら
なければ揃わないデータを参考にするとなると、
ボトルネックになってしまいます。また、既に何
らかの⾔語でコードが書けるかどうかも⼤事な
ポイントです。Python だけでなく、C ⾔語や Java
など命令型の⾔語や SQL にもある程度詳しいこ
とが望ましいでしょう。さらに、通信や計算環境
など、インフラ周りの設定ができるとよいでし
ょう。⼤規模なデータであれば分散環境を作っ
ていく必要があるので、Hadoop などの経験が役
に⽴つこともあります。 
 
最後に「データ分析者」の役割は、業務課題に「何
がどれだけ関係するか」を明らかにすることで
す。この役割を果たすにあたっては、業務のオペ

レーションや不測の事態に対する理解が⼤切で
す。数学やプログラミングの優先度はそこまで
⾼くありません。数字を⾒て最低限何ができれ
ばよいかというと、どんな分析⼿法を⽤いれば
いいか、分析の際どんな注意が必要か、意義と限
界を理解しておくことです。そして、論⽂や書籍
で先⾏研究や先⾏事例を取り込んで、何かおも
しろい分析ができないか、アンテナを張ってお
くことがポイントです。 
 
最近では上記の 4 つのポジションに加えて、機
械学習のエンジニアが必要とされているという
話もあります。マシンラーニングのエンジニア
であれば、Python プログラミングの知⾒はほぼ
必須でしょう。それに加えて、⾳声や画像といっ
たバイナリデータを扱う経験も求められます。
また、論⽂を読む習慣が⼤切ですし、数学的な素
養も必要とされます。機械学習についての新し
い⼿法やアイデア、解決策が投稿される arXiv と
いうサイトを毎⽇チェックすることも役に⽴ち
ます。 
 
上記に加えて、計算環境を⾃前で整えるリテラ
シーも必要です。演算を⾃分たちの⼿前のハー
ドでやるのか、それとも Azure や AWS といった
クラウドサーバでやるのかで、精度が上がった
り下がったりします。そういったチューニング
を重ねる忍耐⼒や、新しい便利なツールへのア
ンテナを張ることが、専⾨的な機械学習エンジ
ニアの適性として重要です。 
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データ活用課題に対するデータビークルのアプローチ 

 
 
データサイエンティストは 
データ加⼯に時間を使っている 
 
データ・分析・意思決定・現場というサイクルを
回すことはとても⼤切です。DX 組織を考えてい
くうえで、この 4 つの中の⾜りない部分を補完
することが重要になってきます。しかし、残念な
ことに、データ活⽤意識がないデータマネジャ
ーがいた場合、セキュリティが完璧で業務が円
滑に回っていても、データ分析や活⽤といった
話には⾄りません。 
 
あるいは、データ分析をする側があまりに業務
を知らなさすぎるというパターンもあります。
すると、数字上の分析結果は正しくても、業務上
機能しないという問題が起こります。また、意思
決定する⼈が責任を取りたくない場合や、新し
いことに挑戦するのが嫌いなタイプであればそ
こで⽌まってしまいますし、現場の⽅々が数字
に弱すぎて、データに基づく施策を取りたくて

も⼼に響かないということもあります。そうし
た中で、データマネジャーという仕事は⾮常に
⼤事なポジションです。 
 
ここで、データサイエンティストが何に時間を
使っているのかを⾒てみましょう。この円グラ
フはアメリカのクラウドソーシング会社がデー
タサイエンティストの⽅に「何に⼀番時間を使
っているか」を尋ねた結果です。 
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グラフを⾒ると、過半数がデータ加⼯に時間を
費やしていることが分かります。このアンケー
トからも読み取れるように、アルゴリズムに集
中できているデータサイエンティストは意外と
少数です。そこで我々データビークルでは、デー
タ活⽤を阻む課題を解決するひとつの⼿段とし
て、データ 加⼯をサポ ートするプ ロダクト
『dataDiver』を作りました。 
 
dataDiver の特徴は以下の３点です。 
 
1 点⽬ですが、分析⽤のデータ準備は⼤きな⼿間
であり、センス頼みという状況です。データマネ
ジャーはさまざまなデータ活⽤の機会を経て経
験を積むことでスキルを磨くことができますが、
体系的な教科書がないためにどうしてもセンス
頼み、経験頼みになってしまいます。そこで
dataDiver は、蓄積している業務⽤のデータから、
分析⽤データに加⼯して⽣成する過程を⾃動化
することで、センスや経験に頼らないデータ加
⼯を可能にしました。 
 
2 点⽬として、変数や分析⼿法の選択は⾮常に貴
重な専⾨的スキルで、これができる⼈材を採⽤
するのは多くの会社にとって難しいことです。

そこで、dataDiver はこの部分も⾃動化し、誰で
もわかりやすい分析モデルを探索できるように
しました。膨⼤な数の変数をすべて使うのでは
なく、⼈間がわかりやすい範囲に絞ったうえで、
⼀番精度の⾼い予測モデルを作ります。 
 
３点⽬として、そこまで⾃動化したところで、意
思決定をする⽅が必ず統計学に詳しいとは限り
ません。そこで、分析結果は⽇本語の⽂章やグラ
フを⾃動的に⽣成して、できるだけわかりやす
く表⽰するようにしました。そうすることで、意
思決定をする⼈、あるいは現場の⼈に触ってい
ただきやすくするツールが dataDiver なのです。 
 
専⾨スキルがない⼈でも 
直感的に利⽤できるデータ分析ツール 
 
dataDiver の画⾯は⾮常にシンプルです。画⾯の
左 上 を ⾒ て い た だ く と 、 解 析 ⽬ 的 の 下 に
「customer_id」と⼊⼒されていますね。データ
ベースに⼊っているデータは正規化されている
という表現がされていますが、dataDiver ではデ
ータがどの粒度であったとしても、この ID をう
まく使って集計し直すようにできています。 
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従来は、この「どんな形で集計し直せばいいか」
という部分がセンス頼みでした。dataDiver では、
蓄積したデータの中から、顧客ごとに良い悪い
を⾒つけたり、商品ごとに良い悪いを⾒つけた
り、スタッフごと、あるいは事業所ごとに良い悪
いを⾒つけたりと…いったように、さまざまな
切り⼝から集計することができます。 
 
その下、2 ⾏⽬には「price」と書かれていますが、
この⾏ではお客様のどこを⾒て良い悪いを判断
するかを指定しています。お客様の購⼊⾦額の
合計なのか、件数なのか、平均なのか、お客様ご
とのテーブルからデータをどう集計するかが⾃
動的に提案されてきます。 
 
そして、最終的に購⼊⾦額が多いことが課題な
のか、少ないことが課題なのかを選びます。これ
らたった 4 つを選んでいただくだけで、数⼗秒
後に次のような分析結果が表⽰されます。 
 
 
 
 

 
 

こうした分析結果を⾒ることで、ソフトウェア
を買ってくれた⼈が優良顧客であるということ
が分かってくるかもしれません。あるいは、顧客
マスタの中からお取引先様の業種が重要だとい
うことが分かるかもしれません。 
 
分析結果では、ポジティブなトピックが⻘字で、
ネガティブなトピックが⾚字で表⽰されます。
そして「クリアさ」を⾒ていただくと、それが統
計的に誤差の範囲と⾔われるものなのか、それ
とも再現性が⾼く信頼できる結果なのかを判断
することもできます。 
 
次に、「詳細」という棒グラフのボタンを繰り返
しクリックすると、横軸に説明変数、縦軸に課題
として設定した購買⾦額の合計が表⽰されます
（写真は次ページ）。これを⾒ると、「90 年代に
創業した会社がお取引様にいない」ということ
が分かります。 
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ほかにも「1980 年代に創業した会社の平均的な
客単価がどれだけ⾼いか」が分かったり、「1970
年代から 90 年代の 20 年間で創業した会社が
何％を占めているのか」といったことが、⾃動的
に可視化されます。 
 
予測精度についてもワンクリックで確認できま
す。たとえば「この条件だと平均して購⼊⾦額が
これぐらいになる」という予測に対して、どれぐ
らいぶれるのか、バッファをどれぐらい⾒れば
いいのかなどについて、シミュレーションも簡
単に⾏うことができます。 
 
 

診断的分析と予測的分析を可能にする 
拡張アナリティクスツール 
 
前述したガートナーは、データの扱い⽅を 3 つ
に分類しています。 
 
1 つは、過去に何が起きたのかを正確に把握する
記述的分析です。みなさんが BI ツールで⾏う分
析は、この記述的分析です。記述的分析⼿法から
もう⼀段階踏み込んだ分析として、診断的分析
と予測的分析の 2 つが挙げられます。 
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診断的分析は、過去に何が起きたかという数字
だけを⾒るのではなく、なぜこうなったのか原
因を⾒つけ、対策を取るもの。予測的分析とは、
このままの状況が続いた場合にどれくらいの数
値に落ち着きそうかを予測するものです。 
 
弊社のクライアント様には引き続き BI ツールを
使って記述的分析をしていただきながら、診断
的分析や予測的分析を dataDiver で⾃動化して
いただいています。 
 
実は、データビークルを創業した 2014 年当時、
dataDiver が⼀体何を分析するツールなのか、分
類するジャンルがありませんでした。それが近
年、ガートナーで拡張アナリティクスという⾔
葉が使われるようになりました。 

拡張アナリティクスとは、データ準備と洞察の
⽣成、そして洞察の可視化を⾃動化するツール
です。ガートナーでは拡張アナリティクスツー
ルがあれば多くの状況でデータサイエンティス
トの関与が不要となると予測しています。 
 
業務知識のある⼈や意思決定する⼈⾃らがマー
ケティングや営業、⼈事、あるいはオペレーショ
ン改善について分析をし、より⾼度なことにつ
いてはデータサイエンティストにお願いすると
いった流れが、2020 年代のトレンドになってい
くと考えられています。 
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データ分析からアクションをどう導き出すか 

 
 
データ活⽤で経営改善や 
⼈事採⽤をスムーズに 
 
オラクルや MySQL といったビジネスデータ系
の AI 構 築 ⾃ 動 化 ソ リ ュ ー シ ョ ン の 中 で 、
dataDiver は国産クラウドサービス No.1 を獲得
しました。dataDiver は実際にどんな場⾯で活⽤
されているのでしょうか。 
 
例えば、隠れた優良顧客を⾒つけたいという場
合、EC サイトの購買履歴や POS データ、MA 接
触歴、商品マスタといったデータを使⽤します。
これらの ID を dataDiver の中で連結して分析す
ることができるのです。 
 
ところで、何をもって優良顧客というのでしょ
うか。たくさん購⼊してくれる⼈とそうでない
⼈では、何が違うのでしょうか。お客様の属性や

購買パターンから、こういう商品を買っている
⼈は優良顧客であるといったことが⾒えてくれ
ば、新しいキャンペーン企画や営業活動、あるい
は商品企画といった場⾯でさまざまな施策を考
えることができます。 
 
また、dataDiver を活⽤することで需要予測を⾏
うことも可能です。例えば、「商品が売れました」
「商品を出荷しました」といったデータを持つ
会社はたくさんあるでしょう。営業活動の⼀環
としてどんなイベントを開催したか、どんな CM
を打ったかといったプロモーション履歴と商品
の特性を掛け合わせることで、その商品がいつ、
どれだけ売れるのかを予測することができます。
⽣産や仕⼊れを適正化し、コストや売上を正確
に把握することができれば、経営状態をより良
い⽅向に導くこともできるでしょう。 
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⼈事採⽤に活かすこともできます。採⽤時の評
価やテスト成績、あるいはどんな資格を持ち、ど
んなキャリアを歩んできたか、また、ストレステ
ストを含めた⼼理検査の結果などを掛け合わせ
ることで、ハイパフォーマーの特徴を分析しま
す。営業の数字を伸ばしている⼈や 360 度評価
で優秀だと評価されている⼈たちがどの時点で
ハイパフォーマーとなったのか、逆に、離職して
しまう⼈にはどんな特徴があるのか。そういっ
た分析結果や予測を採⽤プロセスに反映するこ
とで、全体のパフォーマンスが上げられる可能
性があります。 
 
データ分析からのアクションまでの 
4 つの考え⽅ 
 
データ分析からのアクションの考え⽅には、⼤
きく 4 つあります。 
 
1 つ⽬は「変える」。ある特徴を持った⼈が優良
顧客やハイパフォーマーになるといった場合、
その特徴を持たせるために変化を促す施策を打
ちます。優良顧客の特徴を持たせるためにお客
様に広告を打ち、今まである商品を買っていな
かった⼈に買わせることで優良顧客になっても
らうのです。 
 
2 つ⽬は「狙う」。優良顧客が男性であったり⼥
性であったりするように、顧客の属性が変えら
れない場合には、その属性の⼈たちが集まる場
所でイベントを⾏ったり、よく⾒ている媒体に
広告を出したりして、効率的にリーチするよう
施策を打ちます。 
 
3 つ⽬が、「⼤丈夫にする」。ある特徴を持った⼈
は優良顧客になりにくいという事実があったと
き、その特徴を持っていても⼤丈夫にするサー
ビスやツールを提供するという意味です。例え

ば、「男性はあまり買わない」という商品があっ
た場合、男性特有の買いにくい理由があるのか
もしれません。そういった⼈たちでも⼤丈夫な
ツールや、⼤丈夫にするサービスを提供しよう
というのが 3 つ⽬のアクションです。 
 
4 つ⽬は「最適化する」というアクションです。
データ分析の結果から満⾜いく精度の予測モデ
ルが完成したら、その予測値に応じて最適化す
るリソースは何か考えましょう。例えば、仕⼊れ
や⽣産量、⼈員数など、適切に配分することがで
きれば無駄なコストを抑えて経営状態を改善す
ることができます。 
 
ここまで、意思決定にフォーカスをしてアクシ
ョンの考え⽅を紹介しましたが、いずれにして
も「データ・分析・意思決定・現場」のサイクル
を回していただくことがデータ活⽤の理想です。
このサイクルを⼀周回すことができれば、さま
ざまな分野に応⽤することは難しいことではあ
りません。 
 
データ活⽤のサイクルを 
回すための⼈材育成 
 
データビークルでは、こうしたデータ活⽤のサ
イクルを回すための⼈材育成メニューを新たに
開発しました。 
 
このプログラムは、プログラミングの過程を省
⼒化し、分析の設計や施策の⽴案といったメタ
スキルにフォーカスしているのが特徴です。演
習ではいきなり⾃社の業務課題に取り組むので
はなく、親しみやすい問題設定とリアルなデモ
データを⽤意して、８週間をかけて仮想的な OJT
に取り組んでいただきます。 
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冒頭でもお話したように、「経験と勘」が通じに
くくなった時代だからこそ、データドリブンな
意思決定が価値を持ってくるのではないでしょ
うか。それを実現するために、市⺠データサイエ
ンス型組織を作っていきましょう。

（了） 
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